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リチウムイオン二次電池負極材の構造評価 

概要 

リチウムイオン二次電池の負極材料は、活物質の分散度合や空隙率などといった構造状態が性能に影
響を及ぼします。 
本事例では、負極材の内部構造を非破壊かつ高精細に測定できるX線CTにて三次元構造を観察しまし
た。X線CTで得られた結果を解析することで、電極材料中の異物の検出や、活物質層の空隙率の評価
も可能です。 
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二次電池の活物質・集電体の構造を三次元で評価可能 

測定法 ：X線CT 
製品分野 ：二次電池 
分析目的 ：形状評価・構造評価・製品調査 
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✔活物質などの三次元構造・異常を広範囲で観察可能 
✔活物質の空間的情報を定量的に評価可能 

25 μm 

X線CT測定により広範囲の立体構造・異常箇所を連続的に観察可能 

三次元画像を解析することで空間的情報を数値化可能 

図1：X線CT観察による断面像 （左： 断面像、右： 3Dレンダリング像） 

図2： 画像処理後の断面像 

・左図のように三次元断面画像を二値化処理 
   水色線： 活物質と空気の境界線 
   赤色箇所： 異物  
 
①空隙の体積率    ： 13×10-4 mm3 (28 %) 
②異物の存在比率   ： 9.0×10-4 % 
③活物質の表面積  ： 1.8 mm2 

 

→三次元的な構造情報を定量化可能 異物 
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